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＜連絡事項＞

· 12月12日（月）13：30～　症例検討会があります。

· 職員の休憩について。45分以上は必ず休憩時間を取るよう注意してください。

· 電気、水道、印刷物等、職員のコスト意識を再確認し、節約を心掛けるよう注意してください。

· デイケア1階台所のガスコンロについて。魚焼きグリルのスイッチが壊れており、押しても点火せずガスがグリル内に溜まってしまうので、早急に点検・修理依頼し、それまでは利用者様が触れないよう対処し、注意を呼びかけるようにしてください。

＜外来より情報提供＞

· 番沢　政勝様～「最近、怒りっぽくなっている。イライラする」と訴えており、抗てんかん薬追加
　　　　　　　処方となる。

· 庭野　弘樹様～糖尿病に対する認識が薄いため、主治医より食事・運動について指導を受ける。デ
　　　　　　　イケアでも糖尿病について本人の理解を深められるよう、勉強会等で助言援助して
　　　　　　　ください、とのこと。

· 清水　泰雅様～入浴について「週1回程度」と話す為、定期的に入浴するよう話があったとのこと。

· 杉澤　恵子様～本日の朝食後薬を紛失してしまった為、本日受診し、8日分処方となっている。

· 種本　サハ様～「買い物で重い物を持ったため、腰が痛くなった。マッサージを受けたら少し良く
　　　　　　　なった」と話していたとのこと。

· 上川原　豊様～診察では「昨日、あまりにも寒くてナイトケアを休んだ」と話す。薬は1週間分処
　　　　　　　方されているが、午後外来に来て「来週火曜日、母と五戸の病院に行くので、薬を
　　　　　　　2週間分出して欲しい」と話してくる。薬の処方は診察時に主治医に相談しなけれ
　　　　　　　ば変更できないことを説明すると「じゃあ、母に相談してみます」と帰宅。

＜利用者様情報＞

· 庭野　弘樹様～自主活動の時間など、やりたいことが見つからず、職員が声を掛けるまでただボー
　　　　　　　っと座っていることが多い。将来的には就労を目指していると話す為、パソコン練
　　　　　　　習を勧めると「パソコンは興味ありますね。やってみたいです」と言う。これまで
　　　　　　　ワープロは使ったことがあるが、パソコンは触ったことがないとのことで、自主活
　　　　　　　動等の時間を使って操作方法などを覚えていけるよう支援する。

· 森田　清助様～本日、外来看護師に体調が悪いと相談に行き、血圧測定すると180/100mmHgと高く、
　　　　　　　身体を休めるよう伝えている。30分後再測定すると140/80mmHgと下がっていたが、
　　　　　　　午後は作業所へ行かず自宅にて休んでいるとのこと。ナイトケア利用時、体調に注
　　　　　　　意するとともに、健康管理について助言していく。また、最近金銭面でも以前より
　　　　　　　ルーズになってきているため、こまめに助言援助していく。

＜業務改善検討＞

○選択プログラムについて
＊平成18年1月11日より毎週水曜日の午後のプログラムとして実施。

＊各グループの趣旨・担当スタッフについて確認。
①料理～担当：松林・小田
　レクリエーション的な意味合いの料理ではなく、実生活において自炊を必要とし、練習を希望　
　する利用者様を対象として実施する。メニュー選択、レシピ作成、材料準備、調理、会食、評
　価までの一連の流れを利用者様主体で行い、実生活で応用できるよう支援する。
②手工芸～担当：下舘・木村・瀧澤
　主に余暇活用支援が必要な方を対象に行う。手工芸の技術を学ぶことにより、実生活でも余暇
　時間を有効に利用できるよう支援する。

③運動Ａ～担当：月舘・佐々木
軽運動を中心に、一定時間身体を動かし、健康維持を目標とする利用者様を対象に行う。年配の方で関節への負担など注意が必要な方には、看護師より助言しながら運動を行う。
④運動Ｂ～担当：猿ヶ澤・中居
スポーツ、筋力トレーニングを中心に、一定時間身体を動かし、体力づくりを目標とする利用者様を対象に行う。利用者様が楽しみながら運動し、安定した地域生活・就労を目指して体力アップできるよう支援する。
＊12月第4週の自主活動の際に、選択プログラムについてスタッフから利用者様に説明を行う。希
望調査票を配布して第1・第2希望まで記入してもらい、利用者様それぞれのニーズ等を考慮してグループ編成を行う。
１グループにつき5～8名とする。

＊各プログラム（①料理、②手工芸、③運動1、④運動２）の内容・進め方・必要物品について、
グループメンバーの希望等を聞き、各担当スタッフが準備を進める。
特に、運動Ｂグループではメンバーの希望を聞き、体育館を使用する際は使用許可願を確実に期限までに提出すること。

